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良好な精子選別によるICSIの臨床結果の向上 
 

 ZyMōtスパームセパレーターは高いゲノム完全性を有する精子を回収できる  

2019年のParrella1らの研究に基づいて、Weill-Cornell Medical Collegeの研究者達はゲノム完全性における様々な影響を研究し、特に精子ク

ロマチン断片化 (SCF) 、およびSCFがもたらす臨床成績への影響を調査しました。 

 

2021年のASRMで発表された研究の目的は、ZyMōt Multi 850μlスパームセパレーターによって回収された高いゲノム完全性を有する精子を用

いることで、ICSI症例における臨床結果の向上を実証することでした。本研究では、初めに精子調整後にSCF値が15%以上の男性に対して、

密度勾配遠心法 (DGC) とZyMōt法をそれぞれ実施し両群における精子調整

後の精液パラメーターを調査しました。 

図1が示すように、SCF値が高い男性に対して、適切な精子選別を行うこと

で、ゲノム完全性を有する精子を回収することができました。特に、ZyMōt

群における精液パラメーターの結果は、原精液群およびDGC群と比較し、

SCF値が非常に低い値を示したため、更なる臨床試験を行いました。 

 

 ZyMōt法とDGC法を用いた臨床結果の比較  

ZyMōt群のSCF値が有意に改善されたことを受けて、次に研究者らはZyMōt群とDGC群で、精液パラメーターと着床率、臨床妊娠率、出産率、

流産率を比較しました(図2、3)。 

21名の男性 (43.3±8歳) の原精液における平均SCF値は22.1±10%でしたが、DGC群のSCF値は19.1±7%でした。これらの男性と女性パート

ナー (38.0±4歳) にICSIを39症例行いました。続いて、同カップルに

対してZyMōt法を用いた精子調整後にICSIを26症例行いました。

ZyMōt群のSCF値は1.2±1%となり、原精液群とDGC群よりも非常に

低い値を示しました（図２）。 

 

同カップルにおける新鮮胚移植の臨床結果は、ZyMōt群とDGC群を比較して、ZyMōt群は、着床率、臨床妊娠率、継続妊娠/出産率において有意に高い値を

示しました。また、ZyMōt群の流産率は０％でした。 

 

 SCF値が高い男性に対してZyMōt法を用いたICSIの臨床結果  

ZyMōt群とDGC群の臨床結果を比較後、Keatingは、男性のSCF値が高

いカップルにおいて、ZyMōt法のみを用いた臨床結果を評価しました。

55名の男性 (42.3±8歳) と女性パートナー (38.3±5歳) でICSIを69症

例行いました。男性グループのSCF値において、原精液は22.3±10%で

あったのに対し、ZyMōt群は3.0±4%と低い値を示しました

(p<0.0001) 。ZyMōt法を用いたICSIの臨床結果は図4の通りです。 

Keatingらの結論では、「従来のDGC法と比較して、ZyMōt法を用いて

精子調整を行った場合、高いゲノム完全性を有し、かつ高い前進運動性

を持つ精子を回収することができる。精子DNA断片化が高い男性に対

するZyMōt法を用いたICSI症例では、受精率、胚発生率、および臨床

的妊娠率を改善できる」と述べています。 

 

 

 

 精子選別方法 

 原精液 DGC群 ZyMōt群 

運動率 (%) 33.7±14 61.2±33 96.3±13 

正常形態率 (%) 2.2±1 2.0±1 3.0±1 

SCF (%) 23 18 1.4 

 

図1. 精液パラメーター (N=126名) 

 精子調整方法 

 原精液 DGC群 ZyMōt群 

SCF (%) 22.1±10 19.1±7 1.2±1 

図２. 精液パラメーター (N=21名) 

図3. 新鮮胚移植における臨床結果 

着床率 臨床妊娠率 継続/出産率 流産率 

ZyMōt DGC キp<0.001 ＊¥P<0.0001 

 

図4. ZyMōt法のみを用いた臨床結果 
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